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これは元々、ディドロとダランベール編の『百
科全書』（1755年）の一項目として書かれたもので
ある。ここでいう政治経済とは国家の統治の意味
で、まだギリシャ語の元来の意味を保っていた。
スイスのジュネーブの時計職人の子として生ま

れたルソーは、母を生後まもなくなくし、父は10
歳の時にいざこざを起こしてジュネーブを出奔し
たので、あちこちたらい回しにされたあげく、時
計彫刻師のところへ徒弟奉公に入れられた。しか
し虐待されてひねくれ、16歳の時には友人と郊外
に遊びに行って市門の閉まるまでに帰ってこられ

なかったので、逃亡を決意。以後、放浪の生活に
入る。その後新教徒を旧教徒に改宗させるプロ
ジェクトでバラン夫人と知り合い、方々で召使い
や店員や自称音楽教師をした後、バラン夫人の家
に転がり込んだ。同時に何人も愛人をもつような
奔放なバラン夫人からベッドに誘われたのか、ル
ソーはバラン夫人の愛人となる（21歳。別の家人
との三角関係）。しかしルソーにとって夫人は「姉
以上、母以上、女友達以上、愛人以上」のもので、
晩年とても幸福な時代だったと懐かしむのである。
� （経済学部　准教授　森岡　邦泰）
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　研究に関わる本以外にあまり親しんでいないも

のが、読書啓蒙記事の原稿を要請されるとは皮肉

である。図書館委員（これも不思議な巡り合わせ

であるが）でもあるので、役目柄断ることもでき

ず、ないネタを探して原稿を書いている。図書館

委員をしていながら、図書館とはこれまで深く付

き合った実感がない。正直に言うならば、図書館

に入館したときの、雰囲気が苦手なのである。

シーンとしていて、みんな難しい表情で本に向

かっている。咳をするのも憚られる雰囲気であ

る。私にとって居心地が極めて悪い場所なのであ

る。それでいて、仕事柄図書館を利用しなければ

ならない機会もそれなりには存在する。図書館を

利用する機会というのは、絶版の本を借りたり、

調べ物をするとき、そして必要な論文を借りると

きぐらいである。読みたい本は、基本的に購入す

るようにしている。

　本とのつきあい方は、人とのつきあい方と似て

いる。もともと好き嫌いが激しい方なので、この

性格は人のみならず、本との出会いやつきあい方

にも反映しているようである。好きになると徹底

的につきあうが、お世辞が嫌いなので、自分が共

感できない人とつきあうことは基本的に避けてい

る（それでも、仕事柄、接触しなければならない

ことは多い）。心から思わないことや感じないこ

とを、人の関心を得るために口に出すことが性に

合わないのである。従って、自ずとつきあい方が

狭く、深くなる傾向がある。それでも、人との出

会いやネットワークには恵まれていると実感す

る。私が今あるのは、このような出会いやネット

ワークのお陰でもある。

　この傾向は、本との出会いや付き合い方にも表

れている。「何々賞」を受賞したからという理由

で読むことは絶対にない（出会った本が賞を受賞

することはある）。偏屈であるとも、付和雷同型

でないともいえる。読むスピードは結構早い方で

あるが、多様なものを読みあさりはしない。少数

ではあるが、読みたいと思って手に取った本（そ

れが本との出会い）やその作者と徹底的に付き合

う傾向がある。

　読書傾向としては、たとえ小説であっても、基

本的に綿密な調査で裏付けされているものやリア

リティのあるものを好む。例えば、アーサー・ヘ

イリーの一連の小説は好きで、よく読んだ。『自

動車』『エネルギー』『マネーチェンジャー』『ス

トロング・メディスン』等、小説ではありながら

詳細な調査やデータに基づいて、業界や企業の

生々しい状況が見事に描かれており、その物語の

展開の面白さに思わず引き込まれていったのを覚

えている。これらの小説の背後にある調査力、洞

察力、そして文章力には、ただただ驚嘆あるのみ

であった。

　ノンフィクションやドキュメントものも好きで

ある。柳田邦男氏や内橋克人氏の一連の作品とは

よく付き合った。これらの作品は、難解な医療や

企業の事業や製品の開発現場を素人にもわかりや

すく描いて見せてくれている。ケーススタディを

ベースに研究するものにとっては、非常に教えら

人との出会い、本との出会い� 総合経営学科　教授　金井�一賴
特 集
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れることが多いノンフィクション作品群である。

　たとえば、柳田氏の『ガン回廊の朝』は、国立

がんセンターを舞台にガンの診療と研究に取り組

む臨床医や研究者達の苦闘と成果を、難解な医療

の現場に関する知識のない素人にもわかりやすく

（それでも難解なのだが）描いている。また、『最

新医学の現場』においては、1980年代前半におけ

る様々な先端医療の現場における臨床医達の闘い

が綿密かつ詳細な取材をもとに語られている。何

と凄い迫力と説得力なのか、と圧倒されるばかり

である。�

この本は、2Fブック村
43号の棚にあります

　柳田氏のノン

フィクションの

作品は、医療分

野にとどまらな

い。『空白の天

気図』では、原

爆投下後の広

島を昭和20年9月に襲った枕崎台風（2千人を越え

る死者、行方不明）のなかでも欠測なく気象観測

を続けた広島地方気象台の台員達の生き様を克明

に描いている。この分析力と取材力で航空問題に

切り込んで書かれたのが『失速・事故の視角』で

ある。また、このような卓越した能力は、企業の

戦略と開発を焦点にして書かれた『活力の構造』

（戦略編・開発編）にも遺憾なく発揮されている。

　いずれの作品においても、柳田氏は徹底的な取

材をもとに、鋭い洞察力で現象に切り込み、複雑

な現実の姿のなかから隠れていた事実を解明し、

見事なノンフィクション作品として提示してくれ

ている。彼は、『事実の時代に』のなかで、次の

ように述べている。「もやに隠された山（テーマ）

の存在を透視する目と、もやを吹き払って山肌を

さらけ出すテクニック（インタビュー、聞き書

き、資料の発掘）、そしてそれらを作品化する構

想力が要請される。問題は、目がなければ何も見

えないということである。」（31頁）

�

この本は、2Fブック村
43号の棚にあります

　このような品格のあ

るノンフィクション作

品と付き合うと、日々

テレビや新聞で繰り広

げられている学者や評

論家たちの事実解説の

浅薄さを実感する。全

く、もやを吹き払って

山肌を見せてくれてい

るようには思えない。

「もやもや」ばかりが残り、嫌な気分にさせられ

る。そして、それとともに自身の研究がどれほど

真実に迫ったものとなっているのだろうかと反省

させられる。現実がますます複雑さを増し、錯綜

した現象の中で、進むべき道を迷いながらもがい

ている（諦めているといった方が妥当かもしれな

い）多くの人々にとって、このような良質のノン

フィクション作品は生きる知恵を真実とともに

語ってくれるのである。

　人との出会いと同様に、共感できる本との出会

いは人生を豊かなものにしてくれる。そして、魅

力的な本との出会いは、素敵な人との出会いのよ

うに、我々の心をワクワク感で満たしてくれる。

皆さんもワクワクした気持ちを探しに、素敵な本

との出会いを求めてみませんか。
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ぶ っ く す ・ な う  　 　 　  私の選択

　早いテンポのわかり
やすい文章、生き生き
とした人物描写、そし
て頻度の高いユーモア
溢
あふ

れる調子は、さすが
ラヴゼイとうならせる
氏の代表作。英国推理
作家協会賞ゴールド・
ダガー賞を受賞してい
る。結末も美しくハッ
ピーにまとまっている点もさすが。他の作品では
（この作品ほどユーモラスではないが）ダイヤモ
ンド警視シリーズが有名で、興味を持った人は
『最後の刑事』からスタートしてもらいたい。こ
ちらはシブさが売りだ。
　まだ本書を読んでいないラッキーな人は、本書
を手に取ってみよ。イギリスのミステリーの傑作
とは、どれほど高い質であるかと知ることになろ
う。
� （学長　谷岡　一郎）

　『偽のデュー警部』は、ミステリー・ファンの
間では、むかしからよく知られている名作で、日
本では今から30年以上前に一度出版されている。
このタイミングで紹介したのは、新しい版が最近
復刻され、手に入れやすくなったからだ。
　チャップリンがアメリカで有名になり、英国に
凱旋した1920年頃の設定（各章の名前もチャップ
リン映画だ）。大西洋を渡る豪華客船内で女性が
殺され、そこに偽名で（ジョークで有名人の名を
借りて）乗っていた主人公は、突然に有名警部に
まつり上げられてしまう。複雑な人間関係と愛憎
が交錯する中、自分もある人を殺すプランを練っ
ていた偽のデュー警部の運命やいかに…、という
話である。

『偽のデュー警部』

（早川書房, 1983.10）
ピーター・ラヴゼイ 著

時分、映画少年であっ
たそうだ。球界に入っ
てからも一貫して映画
ファンであり続ける。
　野球人落合にとって
映画とは何であったの
か。本書からその辺り
の事情が推測でき興味
深い。普通ならたんな
る気晴らしだろうが、
氏の場合その域を超えてしまっている。気晴らし
なら観終わった時点で終りだが、多くの愛好家が
そうであるように氏も終わった時点を始まりとす
る。その後、再度、再々度観て確認、反芻するこ
とで映画は脳内に定着し深く沈潜、堆積される。
このようにして堆積された数々の映画が図らずも
氏の人格の一部を構成する。しかもそのことに氏
は自覚的なのである。「私の中には三船敏郎がい
るのだろうか」と。そうか、優れた野球人落合博
満にとっては映画館が「私の大学」であったの
か！� （図書館長　塩田　眞典）

　阪神タイガースファンの多くは落合博満氏が中
日ドラゴンズ監督の座を退かれて内心ホッとして
いるのではなかろうか。ところで本書は阪神ファ
ンの天敵でもあったその落合氏の野球論ならぬ映
画談義なのである。あえて論ではなく談義とした
のは、ここに展開されているのは高踏的な映画芸
術論でも特殊な映画に対するマニアックな薀

うん

蓄
ちく

話
でもなく、良質の娯楽映画に対する熱い思いであ
るから。
　それにしても小まめによく観ているな、見巧者
だな、と思う。洋画ならチャップリンの『モダンタ
イムス』、オードリー・ヘップバーンの『ローマの
休日』から『ハート・ロッカー』まで、邦画も懐か
しの東映時代劇から『ディア・ドクター』『テルマ
エ・ロマエ』までといった具合に。氏は高校生の

『戦士の休息』

（岩波書店，2013.8）
落合　博満 著
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従来の金融政策は、タ
ブー視されるようなことは
しないという考え方をかた
くなに守っていた。
　これに対して、クルーグ
マンはデフレ脱却、経済成
長が大切であり、これらを
達成するために、一つの政
策がうまくいかなければ次
の手を打つ。量的緩和をい
つまでも続けるぞ、と宣言し、長期的なインフレ
期待を高めることが重要だとしている。インフレ
を2年後に2%に持っていく、そのためには何でも
するという覚悟を示せば、インフレ期待は高まっ
て行く。これに財政支出を加えて経済成長につな
げていく。日本は世界で唯一大きな変化を実現し
ている国で、その成功により世界経済を先導する
ことができる。
　文章は平易で、最近の論点をわかりやすく説い
ている。
� （経済学部　教授　佐和　良作）

　本書は、ノーベル経済学賞受賞者のクルーグマ
ンの語り下ろしの著作である。
� 2012年12月に発足した安倍晋三内閣が打ち出し
た経済政策をアベノミクスと呼んでいるが、アベ
ノミクスを強力に推進させようというのがクルー
グマンの主張である。アベノミクスとは、デフレ
と円高からの脱却、名目3%以上の経済成長の達
成などを目標に、「大胆な経済政策」、「機動的な
財政政策」、「民間投資を喚起する成長戦略」3つ
の基本方針として掲げ、これらを「3本の矢」と
表現している。
　なかでも重視しているのが「大胆な金融政策」
で、政策を進めていくと人々の期待インフレ率が
上昇し、景気浮揚の起爆剤になるという考え方。

『そして日本経済が世界の
希望になる』

（PHP新書，2013.10）
ポール・クルーグマン 著

山形　浩生 監修・解説　大野　和基 訳

　1976年、ぼくが君たちと同じような年齢だった
頃、ウィスキーのテレビＣＭで「グラスの底に顔
があっても、いいじゃないか」というのをやって
いた。万博公園の「太陽の塔」の作者として知ら
れる岡本太郎が、ぎょろギョロぎょろッとした目
つきで、そのフレーズをひとこと述べるのだけ
ど、なぜか、とても印象的だった。ウィスキーを
買うと、岡本さんがデザインした珍妙な顔を彫り
込んだグラスがもらえたらしい。
　それから三十数年、今でもぼくはグラスを手に
すると、そのフレーズをしょっちゅう思い起こし
てしまう。つまり、三十年以上忘れられない超イ
ンパクトある言葉に、ヒトは出会うこともある、
というワケ。
　はっきり言って、本書のタイトルは固い�(>_<)#☆
しかし、内容は柔らかくわかりやすく、君の心を

『今日の芸術 : 時代を創造
するものは誰か』

（光文社，1999.3）
岡本　太郎 著

B o o k s 　 N o w  　 　 　  My　Choice

ダイレクトにぎゆッと鷲
掴みにしてしまう。そん
な素直さ、ひたむきさ、
明るさ、力強さの内蔵さ
れた文章に本書はあふれ
ている。ずいぶん前に書
かれた本ではあるけれ
ど、現実世界はいまだ岡
本太郎の未来に達しては
いない気がする。
　さて、まずは良く遊び、そして十分よく学ん
で、君たちはそれぞれどんな顔を彫り込んでいく
のか、楽しみやな、と思っていますが、厚化粧に
ハマると肌に斑点障害が出たり化けの皮がやがて
ははがれたり、流行や宣伝に踊らされると結局は
飽きがきたりバカをみたり、ということになるの
で、くれぐれもご用心。
　それにしても岡本さんデザインの顔グラス、今
では相当なプレミアム品の筈。学生時代、もっと
早くからウィスキーに親しんどけば、良かった
なぁ。
ウィスキー　後の祭りの　笛太鼓　響太郎

� （総合経営学部　教授　下山　晃）
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　私は読書が趣味なのですが、面白い本は手元に
置いておきたい性質なので、普段、図書館を利用
することはなく、その為に学生選書ツアーという
行事があることすら知りませんでした。塩田先生
のゼミからこの行事の存在を知り、今回のツアー
へ参加することになりました。当日、私たちはな
んばグランド花月前のジュンク堂に集合し、簡単
な説明を受けた後、各々籠を手に持ち書店内を気
の向くままに練り歩きました。とりあえず、普段
気にしつつも手に取れずにいた小説を中心に買う
ことにしました。書店内はとても広く、ハードカ
バーのある一階と文庫本のある二階とを何度も
行ったり来たりしながら、せっせと籠に詰めてい
きました。

選書ツアー体験記
 経済学部　経済学科4年
 稲森　智也

　古本屋でない書店にて、「好きな本を買う」と
いう経験だけでもありがたいものだと思いなが
ら、貧乏根性丸出しにして、詰め込めるだけ詰め
込んだ覚えがあります。同じ経緯で参加した友人
と通路で行きあう度に、何を選んだかを話しあ
い、互いの好きな作家の本があった場所などを教
えあったりしながら、楽しく本を選ぶことが出来
ました。選書後は参加者の皆さんと上階の喫茶店
で和気あいあいとお喋りをしたり、参加賞として
頂いた図書カードに友人と二人で喜んだりと、と
ても有意義な時間を過ごさせて頂きました。これ
を機会に、今後は積極的に図書館を利用して行き
たいと思います。

選書の合間、稲森さんに気になる本を尋ね

ましたところ、『玩具修理者』(小林泰三著)

を紹介して頂きました。ツアーの様子は図

書館サイトでご覧いただけます。

上半期　学生選書コーナー貸出ランキング

貸出
回数

書誌情報 著者

１位 ８ 桐島、部活やめるってよ 朝井リョウ

２位 ６

金欠の高校生がバフェットか
ら「お金持ちになる方法」を
学んだら

菅野隆宏

旅猫リポート 有川浩

思い通りに人をあやつる101
の心理テクニック

神岡真司

独学術 白取春彦

３位 ５

陽気なギャングが地球を回
す：長編サスペンス

伊坂幸太郎

ザ・マインドマップ：脳の力
を強化する思考技術

トニー・ブザン

パラレルワールド・ラブス
トーリー

東野圭吾

9割がバイトでも最高のスタッ
フに育つディズニーの教え方

福島文二郎

具体的・効率的英語学習最強
プログラム

土屋雅稔

「あたりまえ」からはじめなさい 千田琢哉

おおかみこどもの雨と雪 細田守

ラブコメ今昔 有川浩

ジョーカーゲーム 矢口武

※掲載未承認の方について画像を加工しています
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MyLibraryは、図書館ホームページ上で

貸出予約・延長をしたり、好きなジャンル

や作家の新着情報を入手できる、自分専用

のページです。

メニュー画面
　図書館ホームページトップ画面より下記の画像
をクリックすると、一覧が表示されます。

　ログインするには、2階カウンターでパスワー
ドを申請する必要があります。IDは学籍番号また
は利用者番号です。
※個人ページのため、利用後は必ずログアウトし
てください。

「MyLibrary」トップ画面

利用後はログアウ
トしましょう！

ヘルプ、表示する
コンテンツの選択
など

　★　�左上部「コンテンツの選択」で、表示する
メニューを選択することもできます。

　★　�各メニューを編集する際は、緑色のバー右
端の ボタンをクリックしてください。

　★　�英語訳が併記されています。

　トップ画面からは、次のメニューを利用するこ
とができます。

１．図書館からのお知らせ
　図書館からの連絡が表示されます。

２．図書館カレンダー
　当月と翌月の開館日程が表示されます。

３．よく利用する図書館
　設定されているリンク一覧から選択した図書館
のリンク集を作成できます。

４．マルチ検索
　キーワードを入力すると、Google検索ができ
ます。

５．ホームページリンク集
　お気に入りサイトのブックマークを追加し、リ
ンク集を作成できます。

６．図書館サービス
　以下のメニューがあります。
　 ① 利用者情報（氏名）
② 貸出・返却履歴
③ 貸出状況
　 貸出中の本の表示、予約本の状態確認
④ 貸出延長
　 学部生・一般利用者が対象です。
　 延長は予約図書を除き、１回のみ可能です。
⑤ 予約した本の状態確認
　 未返却、取置中などの状態が表示されます。

７．新着図書情報の配信
　著者やシリーズ名などの単語を登録すると、単
語に関連する新着図書がMyLibrary画面に表示さ
れます。定期的にメールで通知することも可能で
す。

８．電子ジャーナル［学内アクセスのみ］
　図書館で契約しているデータベースに収録され
た電子ジャーナルのデータから、読みたいタイト
ルのリストを作成できます。
　詳しい登録方法は、トップ画面左上部「電子
ジャーナルの登録・閲覧」をご覧ください。

ようこそ MyLibrary へ！
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◆特設展示「2013　年間ベストセラー」

　トーハンが提供する「年間ベストセラー」が一堂に会する、人気の展示です。

　毎回好評を頂いていますので、読んでみたい方はお早目にお越しください！

◆卒業生（保護者・地域住民の方）も、図書館をご利用になれます

　卒業生は登録後、無料で利用できます。公的機関発行の身分証明書および写真（横3cm×縦

4cm）、ご持参下さい。定められた範囲での閲覧・貸出・所蔵資料の複写が可能です。申込先

は2F受付です。

　　※　写真は当館で保管させて頂きます。

　　※　外部の方は上記と併せ、利用登録料1,000円が必要です。

◆平成25年度上半期に寄贈された本学教員著書は下記の通りです（教員名の50音順、敬称略）
※配架場所は2F「本学教員著書コーナー」です。貸出もできます。

【飯田 耕二郎】 『ホノルル日系人の歴史地理』　ナカニシヤ出版，2013.3.　【請求記号：334.476/I26】

【石上 敏】 『東大阪市の昭和：写真アルバム』　樹林舎，2013.8.　【請求記号：216.3/I73】

【岩井 紀子】 『データで見る東アジアの健康と社会』　ナカニシヤ出版，2013.3.　【請求記号：498.022/I93】

【木村 雅文】 『現代を生きる若者たち』　学文社，2013.3.　【請求記号：367.6/Ki39】

【豊山宗洋、柴田孝、伊東眞一、山根智仁、水谷淳、横見宗樹、佐和良作、原田禎夫】

 『現代経済ディスカバリー』　八千代出版，2013.5.　【請求記号：332.107/To94】

【中津 孝司】 『日本株式投資入門：ささやかな豊かさをもとめて』　創成社，2013.5.　【請求記号：338.155/N43】

【南方 建明】 『流通政策と小売業の発展』　中央経済社，2013.3.　【請求記号：673.7/Mi36】

【宮城 博文】 『沖縄観光とホスピタリティ産業』　晃洋書房，2013.2.　【請求記号：689.219/Mi73】
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